
  

法医学講座 

 

【研究プロジェクト名および概要】 

 Ⅰ．ABO式血液型遺伝子の転写調節機構の解明 

 Ⅱ．創傷時相推定の高度化を目指した局所分子マーカーの統合的解析 

Ⅲ．薬毒物の免疫学的簡易検出法の開発 

Ⅳ．催眠鎮静薬中毒バイオマーカーの探索 

 Ⅴ．法医解剖で得られる情報の公衆衛生への還元方法の研究 

 Ⅵ．死後画像診断に関する研究 

 Ⅶ．法医分子病理学的研究、遺伝子解析研究 

Ⅷ．法医解剖における薬毒物検査システムの構築 

 Ⅸ．法医解剖事例における揮発性有機化合物に関する研究 

 

 

【教職員および大学院生】 【メールアドレス】 【研究プロジェクト】   

教      授 佐野 利恵 sanorie@kumamoto-u.ac.jp 総括, Ⅰ, Ⅱ，Ⅵ，Ⅶ 

講    師 笹尾 亜子 ako@kumamoto-u.ac.jp Ⅲ，Ⅷ，Ⅸ 

助      教 堤  博志 hiroshi223@kumamoto-u.ac.jp Ⅱ，Ⅳ，Ⅵ，Ⅷ 

大学院生（博士課程） 平田 香子  Ⅲ 

大学院生（修士課程） 平岩 良太                 Ⅸ 

大学院生（修士課程） 福留 綺良                 Ⅱ，Ⅶ 

大学院生（修士課程） 百田 葵 Ⅱ，Ⅶ 

研究専攻生 木村 聡子                 Ⅴ 

 

 

【連絡先】 電話：096-373-5124  Fax：096-373-5123 

 

【ホームページ】http://www.medic.kumamoto-u.ac.jp/dept/forensic/ 

 

 

 

【特殊技術・特殊装置】 

１. ＧＣ、ＧＣ−ＭＳ、ＬＣ－ＭＳ／ＭＳによる低分子、薬毒物分析 

２. 法医死後画像検査システム（ＣＴ装置） 
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